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第1篇緒言並びに文献的考察
我が国に於いては食物や衛生上の関係から即ち生活様式並びに公衆衛生息J留の不徹底に依
り，畑虫は広く蔓延L人体内に寄生するもの多く，日常臨床上大多数のJ患者の糞便中に姻虫卵
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を証明し，叉手術に際し腸管内に本虫を見出す機会甚だ多 Lo
自国虫の人体内寄生に依る種々の重篤なる障害の生起は周知の事実である O
凡そ外科殊に内臓外科に於いて手術前準備として姻虫の在否を確かめ，其の実在の場合には
必らず此を駆逐し，術後身体の衰弱並びに変調に乗じて畑虫が其のj或を逗しうするために惹起
さるべき諸種の障碍を未然に防止し，其の予後を良好なtらしめ，患者の苦痛を除去せんと努む
べきは外科医の常識とされているO
虫回虫の人体に長ける本来の寄生部位は小腸にして特に共の上部及び中部であるO
然れども刺虫には好んで小孔に侵入する間際迷入性癖を有するO
躯j虫が主義本来の棲息箇所M 小腸に於L、て或は叉異常牲に於L、て即ち成虫が定座局所よ
り異;<tなる箇所に移動せし場合に其の宿主に対して致命的な障害を与うるは屡々経験するとこ
ろであるO
扱て其の障害とは如何なるものなりや，レささか追及の要ありと思考す。
腸管内に、於いては，手術の対象となり得るものに刺虫性イレウスがあるO 即ち虫回虫が腸管内
に多数集合して団塊を形成し其の刺激に依る腸管の痘撃性収縮と相まって腸管不通症を芯起せ
しむるものである。
一方異所迷入に関しては，従来虫垂，胆管，胆嚢，肝，際，1傍J沈，子宮，腹膜膝，胸膜佐，
心膜腔，肺，気管，鼻腔等諸家により報告されているところである O 特に最近上腹部姻虫症と
して姻虫の異所迷入に依る胆管炎，胆嚢炎，或は降臓炎，肝膿疹等の発生報告多きをみる O
胆石症の核形成に刺虫があづかる機会多きことも叉指摘されるところであるO
叉腸結核，或は腸チフス等潰疹性腸疾患に於いて出回虫が潰:}嘉部位を穿破して腹腔に出現し急
性化膿性腹膜炎或は腹腔内膿蕩を惹起することあり。
稀ではあるが肺内に侵入し肘i膿疹を，或は肋膜佐に義人し!膿胸を発現せしむることもある O
他面腹部手術の後に縫合部，導管挿入部或は胃腸吻合部位等を穿破し，或は腹E室内に，或は腹 
特に虫垂炎手O是々報告され叉経験するところである13腔外に虫回虫の逸出するを目撃する場合<b
術創から術後嗣虫の遊出せし例は比較的多く，或は脆弱なる壊症部位より，或は侵襲を加えた
る盲腸壁を突破して畑虫の出現する事実は否定し得ざるところであるO
以上論述せし如く外科的姻虫症は多発こそすれ減少する傾向少なき実情を考慮し，将叉術後
虫i司虫の異常なる活動及び手術部位に対する姻虫の悪戯等に鑑み，手術時腸管内に多数の或は少
数の蜘虫の存在を確認せし場合に吾々は常に共の場に於いて全蜘虫を撲滅すべきや或は次善の
策を施オベきやの問題に直面せざ‘るを得なし、。
もとより虫回虫の数，当面の疾病，患者の状態或は手術侵襲の程度等に依り取捨撰択すべきと
ころであるが，現今行われている処置法として次の 5種類を掲上し得るのであるO 
1) 腸切開に依る畑虫の摘出(手術的操作) 
2) 虫回虫充填部腸管切除(手術的操作) 
3) 駆虫剤投与(内科的療法)
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4) 絵腸管虫体内薬液注入法 
5) 経腸管薬液注入法

次に此の各々についていささか論述せλ!とす。
 
1) 腸切聞に依る姻虫の摘出(手術的操作) 
本法は手術侵襲比較的少く，且つ短時間に実施可能にして充分に其の目的を達し得る万法で
ある。即ち腸管内に自国虫を認めし場合に跨路することなく共の場で虫体をー箇所乃至数箇所に
集めて腸壁に小切開を加え，鏡子等をもって摘出する方法にして最も原始的ではあるが叉最も
根本的な撲滅法である O
本法は比較的良法とは認むるもなお次の如き欠点あり。
(1)腸切開に依る腹腔汚染の危険 
(2)残留せし躯i虫が間際迷入性癖に依り切開後の腸縫合部を穿孔して腹腔内へ逸出する危険 
2) 畑虫充填部腸管切除(手術的操作)
本法は極めて稀に実施すべき万法である O 本法は勿論姻虫性イレウスの如き場合に施行さる
べき万法とはいえ，イレヴスの手術は侵襲は最小限にして且つ迅速をとほとぷをもって原則と
致すべきに依り真に止むを得ざる場合にのみ此を施行するものとするO 
3) 駆虫剤投与(内科的療法)
現況に於いては術後サントグ{ル等の注射に依り畑虫の運動麻停をきたさしめて術後蜘虫の
穿孔或は迷出を防止し術後可及的平期に駆虫剤を投与し駆虫薬に絶対期待する方法であるO 駆
虫剤の効果は果して絶対的なものであろうか。或は自国虫の大群寄生しある場合:に果して短期間
に完全駆除可能なるものなりや否や等を考慮せし場合にみすみす眼前の極悪なる鯛虫群を単に
駆虫剤にのみ信頼し放置して可なるものなりヤ障路せざるを得なし、。 
4) 経腸管虫体内薬液注入法
開腹時に於ける腸内アスカリスに対する処置法として姻虫を腸壁の下にて，指指と示指との
間に撮みて腸壁を透して細L、注射針を附けたる注射器を使用し直接畑虫虫体内に薬液を注入し
て畑虫を撲滅する方法である O 
5) 経腸管薬液注入法
本法は畠田氏或は盛氏等の推奨せる方法にして腸管内に多数の或は細小なる刺虫群を認めた
る場合に薬液を腸管内に注入し虫体外より攻撃せんとするものであるO
繰って経腸管虫体内薬液注入:に依る蜘虫法に関する文献を渉猟するに既に 1926年茂木蔵之
助氏の提唱あり。即ち氏は畑虫を腸壁の下に撮み腸壁が蒋く緊張する程に押しつけ細し、針をつ
けたプラヴアツクの注射器でヱ{テル叉はクロロホルムを 0.1乃至 0.3mIを畑虫の体内に注入
する方法を提唱した。民は此により鯛虫は即死し何等の障害を起すことなしと言明せり p
其の後 1947年島田信勝氏は少数姻虫の小腸に存在する場合に細い注射針で腸壁をとほしエ
{テルの少量を嗣虫の体腔内に注入したる場合鯛虫は大半死亡すると報じ本法を推奨せり。
更に 1950年盛禰須男氏は殺虫する薬剤を腸管内に在する生きた畑虫の体腔内に腸壁を通し
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て注入し効果をあげたる事実を報告せり。即ち 5μ 沃丁 0.5ml，ヱ{テル 0.2ml，70%プルコ
戸ル 0.5mI，0.1%リパノ{ル1.0mI，クロロホルム O.3ml或は 1%ヘキシ{ルレブ、ルシン 0.2 
ml等を注入せじことを報告せり。
越えて 1952年前田守夫氏は腸管内畑虫駆除法として 6%沃度丁幾或は 2%マーキユロクロ
戸ムが刺虫体腔内注入薬液として有効なることを報告せり。
上述の如く経腸管蜘虫体腔内薬液注入に依る姻虫の駆除法に関する報告は少くして未だ詳細
なる記載なきが如しO
著者は実験的に豚姻虫を宿主体外に吸いて飼育し諸種の薬液を虫体内に注入し其の薬液の虫
体に及ぼす殺滅的効果を検討して確実に即効性のある薬液を選出し更に特殊薬液の注入量と致
死効果との関係，薬液の濃度と刺虫致死効果との関係，虫回虫虫体内薬液注入時の漏出量更に叉
薬液の姻虫虫体外よりの影響を生物学的に観察し，同時に上記操作実施中に必然的に随伴すべ
き注射針に依る腸管穿刺の生体に及ぼす諸影響を動物実験に依りて観察し，従来の研究を補遺
すると共に更に 2，3の見解を得たるをもって裁に報告すO
第 2篇咽虫虫体内薬液注入に依る咽虫の
生物学的変化にづいて
第 1章実験材料並びに実験方法
第 1節実験材料
供試畑虫として人畑虫と殆んど差異を認めざる豚
姻虫を使用せり。即ち甲府市震豚場に於L、て豚の処
理時に得られたる豚畑虫を直ちに 370C ifこ保ち而も 
1%食塩水をみたしたる魔法瓶中に投じて 1隻につ
き少くとも食塩水 30ml以上とせり。実験室に持ち
帰りたる後 1%食塩水を充満せる犬型硝子槽内に移
して 370C府卵器内に収蔵せり。而して屠殺後平均
2時間以内に元気よく活溌なる運動をいとな・む 20
乃至 30cm長の成熟畑虫を選びこれを実験に供L
たり。幼弱なる或は元気なき虫回虫は実験より除外せ
り。
第 2節予備実験
予め 20乃至 30cm長の成熟畑虫を 370Cに保温
せる 1%食塩水中に飼育せしところ，殆んど同一で 
8日間生存した。
ガj弱虫は成熟虫に比較して運動は稿々活設なるも
生存期間短きをもってこれを除外せれ
第 3節実験方法 
4分の 1mmの細注射針を有するツベIIクリン注
射器を用いて畑虫虫体の中央部を選び，注射針を虫
体体壁と殆んど平行する如く角度を小とし針尖を体
壁の内側に沿いて送入し，約 0.5cm送りたる後に
所望の薬液をきわめて徐々に注入せり。而して注入
部位を軽くおさえて針を抜き去り，注入口より薬液
の漏出せーざるに及びて之を 1%食塩水 100mlを満
せる大型シヤ{レに投じ 370 Cの病卵器内に於し、て
飼育せり。
なお飼育液は 24時間毎に之を更新せり。
第 4節実験に使用せし薬品の種類
薬液 77種類を撰定の上実験に供せり。即ち次の
立口し。エーテノ1--， クロロホルム，ベンヂ:/，キシロ
ノー1-， トリクロー ルエチレ:/， クロールエチノレ，ア
セトン，カ、、ソリ:/， 70%アルコー ル， 1%アグリノ
ノーL，2%マーキュログローム，沃了， オキシドー
ノ1-， 0.1%過マンガシ酸加旦， 0.5%硝酸銀， 0.5%プ 
ロタルプー ル， 2予告瑚酸水， 瑚砂グリセリン，サル
バノLサン，アクチゾー ノ1-，レブレノL氏メチレ y プラ
ウ， ノレゴー ル氏液， 5% D. D. T，1%硫酸銅， 2% 
ピオグタニシ液， 1% 賠撃事水， 5% ホノ1-~マリ:/， 5% 
石茨酸， 5%クレゾール石鹸液， 1%昇京水， 1%サ
ントニシアノLコ{ノL溶液，サ y トゾ-;1--，へノポヂ
泊，塩酸エメチ:/， ノミグノン， スチプナーノ1--， 1% 
へキシールレゾノレシシ懸濁液， 1%へキシールレゾ
ルシ.ンアルコー ル溶液， 四塩化茨素， 1%ノボカイ
ウレタ:/，モ10%コカイン，ラボナー ノ1--，1%:/， 
ヒ液， ブエノパー ノ1--，ベナポ:/， 20%ノレミナーノ1--，
ランゲカイ γ，カンフル泊，硝酸ストリキニーネ，
ストロフアゾチ:/，コラミジ，アドレナリン，へサ
チラミ:/， ワコ、、スチグミン，ピタカンブアー，ヂギ
タミ:/， アメリゾ}ノレ， 50%プドー 糖， 25%食塩
水，オリープ油，流動ノεラフイ:/， グリセリン，氷
酷酸，スギウロシ，次硝酸蒼鉛，ナイトロミン，カ
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シポリヂγ，1%拘搬酸ソーダ， トロシボゲ;二/， 50 l， 6日， 7 FL更に第8目迄其の死慨に至る目， 5:
%尿素，ビタミン B，ピタミゾ C，ピタミゾ K，及 経過を観察したるところ第 1，2，3~ 4，5，6，7. 8表
び塩酸ロバリン。 の如き結果を得た。
第 5節虫回虫死誠の判定について 第 2項第1日迄に死滅せしめたる薬品
虫回虫が自動運動を停止したる後に機械的刺激に反 第 1，日迄に死減ぜしめたるものはクロロホルム，
応するか否かを検査し，機械的刺激に反応せざる時 エーテル，ベンヂン，キシローノレ， トリクロールエ
は温刺激を与え，なお且つ運動を認めざるものをー チレン，クロールエチル，カ、、ソリン，オキシドール，
且死滅時間と記載し，その後加温生理的食塩水に 30 サルノヤLサン， 5% D. D. T.，5%ホルマリシ， 5%
分間浸潰して運動性を確めたる上かかる処置にあっ 石茨酸， 1~合弁京7-" ， 1%へキシ{ノLレー /ノレシン懸
ても何等運動を示さざるものを死滅の時間と断定せ 濁液， 1%へキシールレゾノレシンアルコール溶液の
り。 15種類で、あった。
第 2'-f主実験成績 sWちベ;ノチ ン， グロロホルム， トリクロールエチP
第 1節使用薬品と畑虫死被に至る経過日数 レシ等の揮発性の強き薬液或は亦 1%究-宋!k，5% 
第 1項緒 言 石炭酸， 5%ホルマリン或はオキシドール等の消毒
既述せし 77種類の薬液の 0.5mlを夫々注入して 剤は第;1日即ち 24時苅以内に致死せしむ。
ヴ 
これを飼育し第 1日 (24時間後)，第2日， 3日， 4 
表 1 実験薬品及び蜘虫死減に至る経過日数 表 3 i夫験薬品及び虫回虫死滅に至る経過日数
口口
コ d名I 。 。意l空一品 名目2i 3 ¥415 I止J三 一 夜  止 ー 
Fhui z u薬一ェ aU 
10 ノレ ア 211レフレノL氏 1 1 1 0 
| ーレンプ守ラウ[ [ [ [
21グロロホノvム [0 
31ペシヂン[0 
41キシロール 10 
51トリグロ{ル 
| エチレシ 
61クロ{ルエチル 10 
7[アセトン
10 ンノ リソ'カ、8[
22iルゴール氏液 1 1 1 0 i
23!5% D. D. T. 01 
2411%硫駿銅 I0 
2512%ピオグタニン 
26: 1%惜禁水
判5%ホルマリシ 10 
28: 5%石茨酸Iv 
。
。 
。
。
29: 5%クレゾール 
i 石鹸液
9|70%アルコール 
10(1%アグリノーノL 叫1%昇末水 10 Ij 
表 4 実験薬品及び畑虫死滅に至る経過1=1数
背~佳品名 11~/ 2 13 14 15 16 17 18 771 _.ー.J I 
31 1%サY トニシ 。アルコール 
32 -1j一二/ト ゾ{ノレ 。
33 〆¥ ノ ，Jミ ヂ Y由 。
34 塩酸エメチン 。
35 ノ¥、 。三ノノザ
36 スチフナー;1- 。
1%へキシー ノレ37 レゾルシソ 10 
38 1%ヘキシールレゾ 10ルシンアルコ Jル 
39四塩化炭素 。
40i1%ノボカイシ 。
表 2 実験薬品及び蜘虫死被に至る経過日数
意薬品名 j1nj2131415161718
1112%マ{キユロ 。
クローム
12沃度丁幾 
13オキシドール 0 
1510.5%硝酸銀 o 
叩切プロタルコボーノv 
~~I :~~棚酸水 
18棚砂グリセリン
19サルパノレサシ 0 
201アクチゾ{ノ1-1 10 
。 
o 
o 
o 
。 
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表 5，実験薬品及び胸虫死被に至る経過日数 表 7 実験薬品及び姻虫死波に至る経過回数 
口 名 11~ 1-2-1-3-~I4l阿司7Ts口口2名丙1
-
41 1%・コ jJ イ ン
42 へと ノL カ ン、
43 トロバコカイン
44 フ オt ナ 一 ノ1-
45 10%ウ レ タ ン 
46 モ ヒ 話支
47 フエノパール
Iコ
ロ口 可司司司可ZE
薬
。 61 50%プドー糖
。 62 25%食塩水
。 63 オリープ 1由
。 64 
Q 65 グリセリン
。 66 えr、酷酸
67 スギ、ウロユ/。 
。 
。 
。 
。 
。 
。 
。 
J 、守
。49120% ;1--ミナー ;1--
。判ランゲカイン
表 6 実験薬品及び畑虫死誠に至る経過回数
48 ナ ポ ン
。541コテミ ン
。
雪主 口口 181 13Iコ 名] 2 1415 1617 18 
511カジフル油 10 
521硝酸ストリキニーネ 10 
531ストロフア、ンチン 。
1
551，アドレナリン 
561へサチラミシ 。
571ワゴスチグミン 。
581ピタカシフア{ 。
591.ヂギタミン 。 
601アメリグール 。
第 3項第2日迄に死減せしめたる薬品
第 2日迄に死に至らしめたるものはアグチゾー
ノレ， 1%硫酸銅， 5%クレゾーノレ石鹸液， へノポヂ
油，ノミグノン，四塩化茨素， スチプナー ノレ， プエノ
ノミ-;1-，ランゲカイン，へサチラミン，スギ、ウロユ/，
次硝酸蒼鉛， 10%グエン酸ソーダ， ビタミン Cの
15種類であった。
-即ちへキシールレゾルシンを除くへノポヂ油，四 
塩化茨素或はスチプナーノL等駆虫剤の大半 ~ì第 2 日
群多し。
第 4項第3日迄に死被せしめたる薬品
第 3日に該当せし薬品は 1%アタリノ{ノ1-， 2% 
マーキユログローム，沃度丁幾， 70%アルコ{ル，
ペルカミン， トロバコカイシ， ラボナー ノ1-， 1%ノ
ボカイシ， ベナボン， 20%ノレミナー が， カンフル 
1S，コラミン，アドレナリ:/，ナイトロミン，氷酷
酸，塩酸エメチ:/， 1%サント τンアノLコー ノL溶液， 
0.1%過マシガシ酸加里， 0.5%プロタノLプール，レ
フレル氏メチレソプラウ，ルプー;1-氏液及びアセト
ンの 22種類であった。
。。 68 次硝酸蒼鉛
。69 ナイトロミン
。70 カンポリヂン
号i薬品名 1181213 14 15 16 17 18 
771塩酸ロペリシ 。
781対照 。
備考薬液は各其 0.5mlを注入せり
即ち 1%アグリノ{ノレ， 2%マーキユログロ{ム，
沃度丁幾等の創 1~治療剤は第 3 日群に局するもの多
しσ
第 5項第4日迄に死滅せしめたる薬品
第 4日に該当せしは 2%糊般水， 1~合ゴカイ:/，
そヒ液，硝酸ストリキニーネ，ピタカンブア，ア 
メリゾー ;1--，カンポリヂル 50%尿素及びピタミ y
Kの9種類で、あった。
第 6項第5日迄に死減せしめたる薬品
第 5日に該当せしは 1%惜禁水，.2%ピオクタニ
シ液，ストロフアンチン，ワプスチグミ:/， 50%プ
ド{糖， トロンボゲンの 6種類で、あった。
第 7項第6日迄に死、減せしめたる薬品
第 6日に該当せしものはサシトゾーノj"， 10%ウレ
タン，瑚砂グリセリン，ヂギタミ:/， 25%食塩水，
オリープ油，流動パラフイン及びグリセリンの 8彊
類であった。
第 8項第7日迄に死被せしめたる薬品
第 7日迄に塩酸ロペリン及びピタミ :/Bの2麗類
が姻虫を死減せしめた。
1 
2 
3 
10 
11 
ワ 副
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第 9項小 括
77種類の薬液各 0.5mlをとりこれを豚姻虫の虫
体内に夫々注入し其の死滅に至る経過日数を観察し 
たるところ最短は 1自にして最長は7日で、あった。
対照は無処置にして 8日間生存せり。
ヂンγエチレシ戒はベ1-.，l日群にはトリクロー1第 
の如き揮発性の薬液及び 1予告昇京7.K等の消毒薬が属
す。
駆虫剤!中ヘキシ~71-レゾルシンのみが第 1日群で
あつだ。
アグリノール或はマーキユログローム母子:の創傷消
毒剤は第3日群に関した。
第 2節 24時間以内に完全に死に致らしむ
る薬品及び其の時間
第 1項緒 言 
24時間以内に死に至らしむる薬品 15種類を選出
し其の各々について其の致死時間を追及したるとこ
ろ次の如き結果を得た。
第 2項実験成績
第 9表の如く最短は 3時間にして最長は 24時間
であった。
表 9 24時間以内に完全に殺蹴する薬品
及び其の時間
|殺減に要
する時間|備考
!7 ロ ロ フfミ ノL ム 3 劇薬 
消毒繋は 14乃至 16時間を要せり。
エー テノL及びガソリシは 16時間にして 5%D.D.
T.は 14時間を要した。
なお駆虫剤中即効性を発揮せし 1%ヘキシールレ
ダルシンj臆濁液は 14 r時間にて致死せしむ。
第3項小 括 
24時間以内に完全に死に至らしむる薬品 15種類
中最短は 3時間にして其の目的を達す。なお 3時間
にて死滅せしめたる薬はグロロホルム，ベンヂン，
トリクロールエチレ/， グロー ルエチノ!.-，キシロ{
)!.-及びオキシドー ルの 6種類であった。 
5% D. D:T.，1%昇宗7.K， 5%ホルマリシ及び 
1%ヘキシールレゾノレシンは 14時間を要した。
第 3節 有効薬液の注入量に依る致死効果
への影響
第1項緒 己
第 2節に於いて詳述せし 24時間以内に完全に致
死せしむる有効案品 14種類を使用して， 薬液の虫
体内注入量に依る致死効果への影響を実験せり。
第 2項実験成績 

本実験に関し第 10表の如き結果を得たり。

表 10 有効薬液の注入量に依る致死効果
への影響
番 I 注入量
|薬品名 '1 _1 1 _I 
号I- 10.11 0.21 0.31 0.41o.51 1.0 
引'%'~1r>1判略|吋I_， -_3 Iチ' 三/ 501 501 60: 60: 70d 守、
キ シ ロ ノL 3 
てノ I-1エーテ)!.-1 50:/ /V ~vl ~~I _ ~~I ~~I~~I _ _ 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
トリグロ{ノL エチレン 
クロ{ノL チル二工
{オ キ シ ド l!.-
ンりソコゲ、
二乙 フー ノ!.-
59合 D. D. T. 
3 
3 劇薬
3 
16 
16 
14 
6~ 601 100; 100: 100: 100------_--， -， -1 -， -， 
31λ シヂン 1601 601100: 100，100; 100l' / / "I:J:J~=] ~=] ~=]
41キシロール 1601 .60: 10~ 10~ 10~ 100 
51トリクロール__ • 1100! 1001 1001 100: 100: 100 
エチレジ I 
61 :クロールエチル 1100110011001100: 寸一 
71ガソリン 1601 601 601 80， 100: 80 
21グロロホノL''" ，/ /v ム I ~ ~ ~， 
815%D. D. T.11一1---1--つつ 
91オキシドール 1201 301 50! 50: 90; 95 
山%ホルマリンI-~I -~I ~~! ~~! ~~ ~~ 

301 30: 45 01 01 1石炭酸1115% 501 
401 401 50; 40 01 01 1昇末水1211%
5% ホノL マー り 三ノ 14 
165% 石 茨 酸 
141% 昇 京 7.K 
1%へキシー ルレ、〆ノLシシ 14 
111%へキーレグ…| 14アルコーノL液 
薬薬薬薬薬薬劇劇毒劇劇毒 
501 701 70! 70! 70 01 1'"キシて斗%1311 ，ソノレシジ Iサルパルサン| 24 I 
14|194〈キシールレゾ 1 01 301 60! 70! 70! 70ンアノレコー ノレ -1 --1 1 1 
3時間にして死被せしめたる薬品はグロロホル
ム， ベンヂン， キシロー l!.-， トリグロールエチレ 1 注入量 0.1 mlの場合 
ン，クロールエチル及びオキシド~J!.-の 6 種類であ 24時間以内に完全に致死せしむるもの即ち致死
った。 率 100%群はトリグロールエチレジ，クロールエチ 
1%昇京7.K， 5%ホルマリシ或は 5%石茨酸等の ノレ及び 5%D. D. T.の3種類であった。
12 
13 
15
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オキシドーノLは供試刺虫の 20%を致死せしむの 
1%ホルマリン或は5%石茨酸，5%1<，7昇末1%
ヘキシールレゾノレシンは 0.1mlにては殺波効果全
くなし。 
2 住ス畳 O.2mlの場合
トリクロールエチレン，グロールエチノ~， 5%D. 
D.T.は 100%であった。
オキシド{ノLは 30% の致死効果を示した。 1% 昇 
末水， 5%石炭酸， 5%ホルマリンは 0.2mlの場合 
効果なじ。
3 注入量 0.3mlの場合 
100%の効果を発揮せしものは上述めトリクロー
ルエチレン，クロールエチノ~， 5%D. D. T.の他lに
更にクロロホルム，ペンヂン及び、キシロールの 3種
を加えて 6種類で、あった。
エーテルは 50%の致死効果を示す。
オキシドールは漸次;k1~の効果を増し 50% を算し
た。 
5%石炭酸， 1%昇京水， 5%ホルマリンは俄然
其の効果を発揮したるとはし、え夫々 30，40，50%に
と;!::.~まった。 1% へキシールレゾルシンは 70% を記
録せり。 
4 注入量 O.4mlの場合 
100%群はトリクロールエチレシ， ベシヂン，キ
シロ ~7~ ，グロロホルム等 6 種類であった。
オキシドールは 50%にして現状を維持す。 
1%昇京水， 5%石長酸， 5%ホルマリ:/等其の
致死効果 0.3mlの場合と同様であった。
エーテノ~ 60%， ガソリン 80%と其の効果増強を
示した。 
5 注入量 0.5mlの場合
オキシド-71.-は依然立:の右効性を発揮して 90%
の殺蹴効果を示す。
5%石炭酸， 5%ホルマリン， 1%昇宗プ1<も50乃
至 60%と絹々増強を示す。 
100%群はトリクロールエチレ γ，グロロホルム，
ペyヂン，キシロー !v，5%D. D. T.の{也に更にガ
ソリシ及び 1%へキシールレゾ、ルシシを加えた。
グロールエチルは実験困難のため記録し得ざり
き。 
6 注入量1.0mlの場合 
100%群はトリクロールエチレン，グロロホノLム，
ベyヂY，キシロ{ノ1--， 5%D. D. T.の5種類にし
て，ガソ ]}y及び 1%へキシールレゾルシシは夫々 
80及び 70%と其の効果意外にも減退す。
5%石茨殿， 1%昇京7Jくも 45乃至140% と致死効 
果の後退を示す。
オキシドールは 95%の殺減率であった。
第 3項ノト 括
(1)繋液の注入量に依る致死効果を実験せり。 
(2)注入量 0.1ml ~場合 24 時日目以内に完全に致 
死せしむるもの，即ち致死率 100%若手はトリクロー
7~ エチ l〆ン， クローノレエチル及び 5%D. D. T.の
3謹類で、あった。
オキシドールは 20%の致死率を示した。 
(3)注入量 p.2mlの場合 
トリグローノレエチレン等は同様 100%で、あった。
オキシドールは 30%の致死率を示した。 
(4)注入量 0.3mlの場合 
100%の効果を発揮せしものはと記トリクロ{ル
エチレシ等の他にクロロホルム，ベ γヂン及びキシ
ロー ノLの3種を加えて計6種を算す。
オキシドールは 50%の致死率を示した。 
レソマノレシLヘキシ{ノ1%る，509ホルマリンは5%
ンは 70%で、あった。 
(5)注入量 O.4mlの場合
 
100%群は前記同様 6種類であった。

オキシドーノLは 50%の致死率t
ことどまった。 
(6)注入量 0.5mlの場合
オキシドールは俄然有効性を発陣して 90%の殺
減効果を示した。 
100%群は更にガソリ γの 1種を加えた。 
(7)注入量1.0mlの場合'
ガソリンは 80%と低下して 100%群はトりグロ
{ノLエチ νユ乍 クロロホルム，ベンヂン，キシロー
ノL及び 5%D. D. T.の5種類となった。
オキジドールは 95~告の殺波卒を示した。 
(8) 1.0'ml注入の際反って効果低下せるは 5%石 
茨酸， 1%昇示7 及びガソリンの 3種にして効果1<，
の増強せしはオキシドーノL及びエーテルの 2種であ
った。 
(9)オキシドールのみについて観るに O.lmlに
て20%，0.2 mlにて 30%，0.3及び 0.4mlにて 50
%， 0.5mlにて実に 90%を示し更にl.Oml注入
に依り 95%を記録した。
第4節濃度の致死効果に及ぼす影響
第 1項緒 言
蜘虫体腔内薬液注入に際し，注入薬液は少量にし
てしかも殺践の効果顕著なるものを用いなければな
らなレ。
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一体薬物の濃度の愛化がどんな風に致死効果に影
響するであろうか。
其の濃度と致死効果との関係をアグリノールを以
て実験せり。即ち， 
薬物アグリノールを施用し其の濃度を 0.5%，1. 0， 
2.0，3.0，5.0更に1().0%とせし場合に其の注入量を
時48として0ml更に1.0.5.4，0，0.3，0.2，0.1夫々 
間以内に如何なる濃度を如何なる量使用せば致死せ
しめ得るかを実験せり。
第 2項実験成積
濃度の菱化の殺誠効果に及ぼす影響について実験
の結果表 11の如き成績を得たり。
表 11 濃度の菱化の殺減効果に及ぼす影響
-----竺持10.1 0.21 0.3'1仏410.51 0.61 0.71 0.81 0.91 10 
濃度く%) ~I I I I I I I J I 
0.5 
1.0 o I0 I0 I0 
2.0 o I0 I0 I0 I0 I0 
3.0 010 o I0 I0 I0 
5.0 
10.。 。I0 。I0 I0 I0 
00000000 
備考 1.アグリノ~;1-について実験す。 
2. 48時間以内に殺減せしめたる濃度
及び注入量である。 
(1)0.5%の場合 
にては全然思効0ml乃至1.0.5.4，0，0.3ム0，0.1
で、あった。
(2) 1.0%の場合
0.1，0ム 0.3，0.4. 0.5乃至 0.6mlにては無効にし
て， 0.7mlにて初めて有効にして 0.8，0.9乃至1.0
ml何れも致死効果を認、む。
(3) 2.0%の場合 
0.1，0.2，0.3，0.4mlにては無効にして 0.5mlに
て初めて有効なるを認めた。
(4) 3.0%の場合 
0.1，0.2，0.3，0.4ml にては効を奏せずして 0.5ml
にて初めて有効。 
(5) 5.0%の場合 
0.1，0ム 0.3，0.4 ml にては無効にして， 0.5ml以
上にて初めて有効なることを認めた。 
(6) 10.0%の場合 
0.1及び 0.2mlにては効なく， 0.3mlにて初めて
何れも奏効する0ml乃至1.0.6，0.5.4，0有効にして 
ことを認めた。
第3項小 括
り アグリノーノレを使用して注入薬液の濃度及び
注入量と致死効果との聞の関係を観た。
2) 0.5%の場合は全然無効
3) 1.0%の場合 0.7ml ~こて初めて有効

の 2.0%の場合 O.5mlにて初めて有効
 
5) 3.0%の場合 0.5ml ~こで初めて有効 
6) 5.0%の場合 0.5ml ~こて初めて有効 
7) 10.0%の時 0.3mlにて初めて有効

第 5節畑虫体腔内薬液注入の際の漏出量

第 l項緒 言

抑々虫回虫の体壁は角皮層，角皮下層，筋肉組織層
及び側線より成り，この中角皮層のみは直接体腔と
は交通なきも，後三者は何れも其の内面に於いて多
少の差こそあれ体腔と交渉を有するものである。
自国虫の体壁1と消化器官の中聞に存する部分は即ち
体腔にして，該腔は蛋白を含有する膝質様液即ち体
腔液を多量に含有するとともに生殖器及び花房状器
官を包含する部位である。
実際畑虫をとらえて体腔内へ薬液を注入する際
に，弾力性に乏しき角皮層を透し注射針を刺入する
場合，前記構造上の関係より注入液及び体怪液の一
部は必らずや漏出することあるべしと想定さるt:>
特に針の太きに過ぐる場合，或は虫体に比し注入
量の多きに過ぐるが如き場合に漏出多きを観るので
ある。後者の場合に虫体の休壁は極度に緊張しで注 
人口より液体の漏出しばし止むことなきは屡々目撃
するところである。著者は姻虫体腔内薬液注入の際 
に殆んど必発と考えらるる薬液及び体腔液の一部の 
漏出量と注入薬液の量との関係及び漏出量と注射針
の太さとの関係を究明し興味ある結果を得たり。 
第2項実!験方法 
30cm長の)f胸囲虫をえらびてこれを頭尾両端に近 
く糸をもって懸吊し，該虫体の概ね中央ー箇所に種
々なる口径の即ち 2分の 1，3分の 1或は 4分の 1 
mmの注射針をもって既述せし如き注入方法に依 
り，生理的食塩水の種々なる量を即ち 0.1，0.3，0.5， 
1.0mlを夫々注入してー其の際漏出せる液体を 30分
間時計皿に収集し而してこれを血糖定量用カピラー
ルピペットをもって計測せり。
第 3項実験成績
畑虫の体腔内に種々なる量の生理的食塩水を種々
なる口径の注射針をもって注入し次の第 12表の如
き結果を得たり。
-204~ 千葉医学会雑誌 第 31巻 
表 12刺虫虫体内薬液注入時漏出量
0.01 
0.01 
0.02 
備考1.姻虫虫体の中央に注入す。 
2.注入液は生理的食塩水とす。 
3.対照は注射針を刺すのみ。
(1)注入量 O.lmlの場合 
4分の 1針及び 3分の 1針にては 0.01ml，2分の 
1針にては 0.02ml 
(2)注入量 0.3mlの場合
4分の 1針及び 3分の 1針にては夫々 0.01mlの
漏出を示し 2分の 1針にては 0.02mlを計測せり恥
(3)注入量 0.5mlの場合
4分の 1針の際は 0.01ml，3分の 1針の際は 0.03
時1，2分の 1針の場合は 0.12mlを算せり。 
(4)注入量1.0mlの場合 
'4分の 1針の場合 0.28ml ~こして， 3分の 1針の
場合 0.48mlにして， 2分の 1針の場合 0.58mlを
計測せり。 
(5)対照
対照に於いては各注射針をもって全く同様の様作
を施し而も液体は全然注入せざりき。其の漏出量は
4分の 1針にては 0.01ml，3分の 1針にて 0.01ml， 
2分の 1針にて 0.02mlであった。
(6)漏出時間 
漏出は夫々の場合概ね 30分以内に完了せれ 

第4項小 括

(1) 姻虫体目室内薬液注入の際の漏出量を種々なる
条件のもとに計測せり。 
2) 0.1 ml注入の場合 4分の l針にては 0.01ml 
の漏出量にして最小なり。 
3) 0.3 ml注入の場合4分の 1針にて 0.01mlの
漏出量にして最小なり。
4) 0.5 ml注入の場合4分の 1針にては依然0.01
mlの漏出量を示し最小なり。 
5) 1.0 ml注入の場合4分の 1針にで 0.28mlの
漏出量を示し最小なり。 
6) 何れの場合も 4分の 1針使用時の漏出量最も
少し。 
7) 注入量1.0mlにして漏出量俄然増加す。 
昭 …
第 6節薬液及び体腔液の生体に対する毒性
第1項緒 言
虫回虫の虫体内薬液注入に際し薬液及び休腔液の一
部の漏出することは明らかにして既に前述せしが知
し。従って一部漏出せる注入薬液の腸管内よりの吸
収に依る中毒作用も亦考慮さるるところである。特
に注入薬液としで即効性ある薬品の多くは遺憾乍ら
劇毒薬である。
一体か Lる薬品の毒力は即ち生体に対する毒性は
如何なるものであろうか。文献的に叉実験的に之を
究明せり。
第2項文献的考察
1.薬液の毒性
白木薬局方に依れば劇毒薬の基準は次の如し。即 
ち経口的に動物に対し毎庖 20mg以下にて致死せ
しむるものを毒薬と称し，毎屯 300mg以下にて致 
死せしむるものを劇薬と称す。 
既に述べたるが如く即効性を確認せし 15種類中
より薬局方に記載されざるガゾ Pン，キシロール及
び 5% D. D. T.の3種を除く 12種類中劇毒薬は次
の如く 7種類にして 58%を占む。即ち昇末及びサ
ノレノミノLサシは毒薬に， グロロホルム， グロールエチ
ノレ，ホルマリン，石茨酸及びへキシーノレレゾノLシγ
は劇薬に指定さる。個々の薬物につレて日本薬局方
を観るに次の如し。
(1)ベンヂン 
膜虫駆除の目的に 0.2乃至 0.5gをカプセル剤と 
して投与し， 1日2.5g迄内服し得る。 
(2)クロロホルム
日本薬局方に極量を定めず， ドイ Yに於いては内
用 1回 0.5，1日1.5gとし，フランスに於いては 
3.0 gと定めらる。 
(3)昇末 
0.5%液1.2mlを駆徽の目的をもって筋注せしこ
とあり。 
(4)石茨酸 
容易に吸収されて中毒量に達するや，中枢神経の
麻揮を来す。 
内服の極量 1回 0.1g，1日0.3gである。 1乃至2 
gで中毒を起し 3乃至 10gで致死的となる。 
(5)ホルマリシ 
40%溶液 20m1を内服する時肱軍， I~耳吐或は口 
怪乃至胃に炎症を起す。
(6)へキシールレゾルシソ
常用量 1回 1g，極量 1日1回1.5g ~こして局所
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i刺激以外に毒性少し。 第 4項ノi、 括 
ll. 体腔液の毒性 1) 虫回虫体腔内注入薬として実験的に選出せし即
虫回虫毒に関し最も着眼され且つ其の毒性?と就いて 効性の薬品 15種類中白木薬局方に記載なきガソリ
多くの研究あるのは体腔液である。:Y， キシローl1.-， 5% D. D. T.の3種類を除く 12
旬 外国に於いてはラシソン或はヤダソ y氏等の報告 種類中 7種類 (58%)迄劇毒薬である。
あり，我固に於いては三上或は佐藤氏の他に小泉丹 2) ;/，動物実験に依りガツ!J キシ戸ーノ1.-， 5% 

氏門下多数の人達に依る系統的な研究あり。 
体腔液から作られた物質の作用はヒスタミシに似
ており，佐藤は畑虫毒の主成分はヒスタミンをもっ
て代表せしめ得ると言う。
体腔液は揮発性にして強刺激性である。
過敏反応として皮膚反応或は限反応を呈す。その
他シモニシ氏或は小泉氏等に依れば大量が腸内に注
入された場合に血圧の下降が見られるとし、ぅ。 
第 3項実験成績
薬局方に記載なきガソリシ，キシロー l1.-， 5% D. 
D.T.の 3種類及び既述のト Pグロー ルエチレユ/，
ペyヂy 及びグロロホルムの計6種類につき体重 
2.5kgの家免を用いて開腹し其の腸管内に前述の薬
液を夫々注入しとれが生体に及ぼす影響を実験せし
ところ毎庖1.2ml迄は生命に対する危険なきこと
を確認せり。
オキシド{ルに就いても同様の実験に依り何等の
影響なきを知れり。
詳細は第 13表の如L。
表 13家兎腸管内に薬液を注入せる場合の
生体に及ぼす影響
番I 注腸量 (mljkg)
|施用薬品名一「一一
D.D.T・も毎庖1.2ml迄は生命の危険なきを確認、
せり。 
3) トリグロ ~l1.- エチレジ，ベシヂ y及びグロロ
ホノレムも亦動物実験に依り毎ll:E1. 2ml迄全〈危険
なきをみた。
めオキシド{ノLも同様動物J実験の結果全く無害
なるを観た。
5) 一般に駆虫剤の殺虫力は毒力に比例するとし、
う原則は虫体内実液注入に依るj駆虫法にも亦適用さ
るるところである。
第 7節薬液の姻虫虫体外より虫体に
及ぼす影響
第1顎緒 己
腸管内に存する幼弱なる蜘虫或は雄の自国虫は時と
して細小にして腸管上よりこれを捉え，それに細し、
金注射針をもって経腸管穿刺を施行し虫体内に薬液注
入の困難の場合を経験する。
既に論述せし如く畠田或は盛氏等は開腹時腸管内
胸虫の駆逐法として，蜘虫所在部{立を求めて細注射
針を附せる注射器をもって 2箇所より腸管内に 1%
へキシールレゾノレシン各々 20mlを注入する方法を
推奨しあり。
従って前記虫体内薬液注入の困難なる如き場合に
ロシク 
噌
司 
0.1¥ 0.3¥ 0.5.¥ 1. 2 ¥ 5号¥ ¥ 0 ¥ 1. 1. 限り'前述せし盛氏等の方法を実施するを可とすと思
iqLqoanTFDPO-py
dn6nunU
0000000000000000000 OOOX 00 考し，虫体外より種々なる濃度の薬液数種を選び 
レ
テヂエ
ル。一チ{リ主ロゾKL1a
ルムシルンンエグベキトカ
リ 
2，3の見解を得たり。
第 2項実験方法
〈キシールレゾノレシン，アグリノーノ1.-，へノポヂ
油，石炭酸或はマ{キユログロームを選びて夫々種
トソシル
ルレ-
ルゾルコ一レ一シシアキキ
キホ石昇
へへ  
ム/川
%%
5
ォ 
551
唱 
JPAA
々なる濃度の薬液を調製し， これを各々 100mlのn ι T
大シャーレにおさめ， それに 20乃至 30cm長の雌
蜘虫を投入して 24時間浸潰し， その死蹴に至る最
低有効濃度を求めた。
第 3項実験成績
ルシ酸水ドマ炭宗
ム ・4
・ ・4 唱 
噌 
A 
4 EAqLqtU
EA 
虫回虫の虫体外より薬液のこれに及ぼす致死的影響Ti I0 I0oo o 101 0 
ル液
シゾルy
o I0 1 0 I0 Ix 
備考 1. 2.5 kgの家兎を用いた。 
について各々の薬液の最低有効濃度を求め第 14表
の如き結果を得たり。
即ちペジヂユ/或はオキシド ~l1.- が夫々 0.22% に
2. 7日後の生 (0)死 (x)をみた。 して石炭酸或はマ{キユログロ{ムは 0.1%，へノ
i 
i 
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表 14 刺虫の虫休外より致死的影響を
及ぼす薬液の最低有効濃度
Iコ番号| 薬 ロ日 名 |濃度 
ー才1 Iフ:k lレ リシ 0.02 
酸茨石I2. 0.1 
3 Iグレゾ{ ノL 石鹸液 0.2 
4 Iオキシ ド~ノL 0.22 
5 Iベン手、シ I 0.22 
6 Iアグリノ ーノレ I 2.0 
7 Iマ{キユログロ  ー ム I 0.1l
8 Iヘキシールレゾルシ y 液 I0.4 
9 Iヘキジー l1レゾルシンアルコール液I5.0 
10 Iへノポヂ泊I0.2 
備考 1.大シャーレに 24時間浸潰し其の死
減せLむる濃度。
ボヂf由 0.2%，へキシ -l~ レゾノピシン 0.4%， アグリ
ノール 2.0%を示した。
第 4項小 括 
1) 虫回虫の虫体外より薬液の虫回虫に及ぼす致死作
用を観察してその最低有効濃度を求めたの 
2) 石茨酸戒はマーキユログローム各々 0.1%，
へノポヂ7th0.2%，へキシールレゾルシン 0.4%，ア
グリノー ノレ 2.0%を示したり。
第 3章 この篇に対する小括 
1) 姻虫虫体内薬液注入に依る姻虫の生物学的~
化について試験管内に於ける実験をなせり。
.2) 薬液 77撞類を選びて各々その 0.5mlを注入
しこれを飼育せしに最短は 1日にして最長は 7日を
要せり。因に対照は 8日間生存せり。
3) 上記薬液中より短時間 (24時間以内〉に而も
完全に致死せしむる有効なる薬液 15種類を選出せ 
り。即ち次の如し。
イ〉エーテル
ロ〉 グロロホノLム
ノ、〉 トリグロールエチレシ
ユ】 ベソヂソ
ホ〉 グロールヱチル
へ〉オキシド{ノL
ト) 1%昇宗7，K

チ) 5%石炭酸
 
]J) 5%ホルマリン

ヌ) 1%へキシー ノレレゾノLシy
 
a 
l~) 1% へキシールレゾルシシアルコー l~溶液
オ〉 サノレパノLサン(1号〉
、ワ〉 キシロール

カ〕 ガソリジ

ヨ) 5% D. D. T. 

4) 上記薬液 15種類中より最も即効的なる薬液 
6種類を選定せり。即ち次の知し。
イ〉 グロロホ l~ ム
ロ〉 ベンヂシ
ノ，) トリクロ{ノ Lエチレ y
ニ〉 オキシドール
ホ〉 キシロール
へ〉 グロー ノレエチノレ 
5) 薬液匂虫体内注入量とその致死効果との関係
をみるに次の如し。
トリグロー ノLエチレン及び 5%D.D.T.は 0.1ml 
にて既に 100%の致死率を示す。
ベン二子、ン，クロロホノLム及びキシロールは 0.3ml
にて 100%の致死効果を示す。
オキシドーノレは 0.5ml注入せし場合に 90%，1. 0 
mlを注入せし際に 95%の殺波率を発揮すο 
6) 濃度と致死効果の関係をアグリノーノLをもっ
て実験せるに次の如し。 
0.5%に於し、ては全然無効， 1%にては 0.7mlよ
り， 2%に於いては 0.5mlより， 10%にては 0.3 
mlより致死効果を発揮す。 
7) 刺虫の虫体内薬液注入時の漏出量は 4分の 1
針使用時最小である。 
4分の l針を使用し 0.5mlを注入する場合の漏出 
量は 0.01mlにして最小一且つ対照例と全く等しし、。
注入量1.0ml 0こ及ぶと漏出量俄に増加す。即ち 4
分の 1針にて 0.28mlの漏出量を示す。 
め注入薬液の毒性については前記即効性ある
15種類について毎庖1.2ml迄は生命に対する危険
なきを動物実験に依り確認せり。
前記 15種類中日本薬局方に記載ある 12種類につ
レてみるに 7種類は劇毒薬である。 
9) 虫回虫の虫体外より薬液の虫体に及ぼす致死作
用を実験してその最低有効濃度(試験管内に於け
る〉を求むるに石茨酸 0.1%，へノポヂ泊 0."2%，へ
キシールレゾソLシン 0.4%，アグりノール 2.0%を示
した。
第 3篇腸管体穿刺の際の生に対す忍諸第響
第 1章緒 員
経腸管虫体内薬液注入に際して注射針の刺入に依
る腸管の損傷は多少の差こそあれ絶対避け得ざると
ころである。
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而して腸管損傷の結果，果して内容漏出に依る腹
腔汚染ひいては腹膜炎の発生或は癒着に依る腸管通
過障碍の如き最悪の状態が招来せらるるであろう
ヵ、。 
一体注射針の穿刺程度の操作に依りて生体に重篤 
なる影響を及ぼすことであろうか。
私は注射針の大小，刺入方法或は刺入箇数等種々
腹水なし培養陰性，癒着なL。穿刺部位をみる
に 4分の 1針部は殆んr菱化なし。 2分の l針部は
垂のみ点状にして赤色を呈する。
(4)第3例。 3日を経過，穿刺 60箇にして 4分の
1針 30(垂 10，斜 10，疑 10)，3分の 1針 30(垂 10，
斜 10，疑 10)。
腹水なし，培養集落2箇，癒着なし。葬刺部位持
獲換して腸管穿刺の際の生体の受くべき諸影響を窃] に二塁の部分発赤す。但し 3分の 1針の場合とす。
物実験に依って観察し 2，3の興味ある結果を得た 
り。
第 2章実験方法
第 1節腸管穿刺について
成犬20頭を用いて口径の異る即ち 4分の 1mm， 
3分の 1mm或は 2分の 1mmの注射針を使用して
概ね所定の部位(廻腸末端より 20cm口担1])に数の
異る刺創を次の 3i告をもって作護せり。
(1)腸管に垂直 
(2)腸管に斜 (30度〉 
(3)捷膜下穿刺 
而して術後 3，5，7日或は 14目後に各々別箇に開
腹し，穿刺せし腸管部位を含めて広範囲に切除せ
り。
第2節腸管内容漏出試験 
家兎 (2.5kg)の小腸 C直径1.0cm)約 10.0cm 
を切除してその両端を完全に閉鎖したる後これに 4
分の 1針を附したる注射器をもって前記3法に依り
水 (8.0ml)を注ス充満じたる後注射釘を抜去せり。
第 3章実験成績 

第1節 腸管穿刺に依る諸影響

(1)術後 3，5，7，14日後に夫々開腹し次の事項 
を観察せり。	 ・
(イ〉腹水の状況
(ロ〉 腹水乃至疑液の培養(遠藤培地を使用す〉
(ハ〉 腸管穿刺部表面の~イじ
(ニ〕癒着の状況 
入筒数1]日を経過せしものにして京3例。1第(2)
12，即ち 4分の 1針によるもの 9，内訳疑股下く以下
疑と略称)3，斜 3，垂直 3(垂と略称〉箇にして 2分
の 1針に依るもの 3箇(斜〉で、あった。腹水なく培
養陰性，大網の一部穿刺部位に癒着しあり。穿刺部 
位表面をみるに垂及び斜の部分軽度に発赤するも撲
の部分菱化なし。
(3)第2例。 3日を経過せしものにして刺入箇数
60，即ち 4分の l針に依るもの 30(垂 10，斜 10，紫 
10)，2分の 1針 30(垂 10，斜 10，援10)。
(5)第4例。 5日を経過，葬刺 20箇，即ち 4分の
1針 20(竣20)。
腹水なし，培養陰性にして大網の癒着なし。 
(6)第 5例。 5Elを経過，穿刺 30箇，即ち 4分の 
1針 30(垂 10，斜 10，竣 10)。
腹水なく培養陰性，大網の癒着あり。穿刺音1$位の
腸管表面軽度に充血し大網によって包まる。
(7)第6例。 5日を経過，東¥]入 30筒，即ち 2分の 
l針 30(垂 10，斜 10，援10)。
但し注射針は鋭利で、はなかった。腹水僅少なれど
も存在，培養陽性(集落 10)。
腸管相互に癒着し団塊を形成し一部腹壁及び跨脱
と癒着しなお大網に依りて包まる。穿刺部{立は全般
に発赤，充血し刺入箇所明らかならず。
(8J第7例。 5日を経過，刺入 60箇，即ち 4分の
1針 60(垂 20，斜20，疑20)。
腹水無く培養陰性。腸管の一部相互に癒着し大網
亦癒着す。刺入部位軽度に発赤す。 
(9)第8例。 7日を経過，刺入 3箇，即ち 4分の 1
針 1(垂1)，2分の l針 2(君主 1，斜1)。
腹水無く培養陰性にして癒産なし。葬束Ij吉[~表面は
2分の l針の場合けしの笑大の， 4分の l針の場合
は点状の発赤として認めらる。
(10)第9例。 7日を経過， 京IJ入 6箇にして 4分の 
1針 2(疑2)，2分の l針 4(疑4)。
腹水無く培養陰性にして癒着無し。刺入部位の痕
跡殆んどなし。薄き被苔あり。 
(11)第 10例。 7日を経過， 刺入 21箇，即ち 4分 
の1針 21く垂 7，斜 7，援 7)。
腹水無く培養陰性にして癒着なし。刺入部位の痕
跡肉眼的に観るを得ず。
(12)第 11例。 7日を経過， 刺入 21箇にして 2分
の 1針 21(垂 7，斜 7，疑 7)。
腹水無く培養陰性にして癒着全く無し。刺入部位 
を確認し得ず。 
(13)第 12例。 7日を経過， 刺入 25箇にして 4分 
の1針 25く疑 25)。
'-
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腹水無く培養陰性なり o ;腸管相互に軽度に癒着
す。刺入部位に軽度の発赤あり。 
(14)第 13例。 7目を経過，刺入 30箇， 4分の 1針 
15(垂 5，斜 5，撲の。 2分の l針 15く垂5，斜 5，援
5)。
腹水無し。腸管表面疑液培養陽性(集審3)。腸管 
相互及び大網との癒着を認む。刺入箇所を確認し得 
ず。
(15)第 14例。 7日を経過，刺入 30箇，即ち 4分
の 1針 30(垂 10，斜 10，蓄を 10)である。 
腹水無く培養陰性。大網の一部刺入部位と癒着
す。刺入箇所明確ならず。 
(16)第 15例。 7日を経過，刺入 40箇， 即ち 4分
の1針 20(竣 20)03分の 1針 20(竣 20)。
腹水無し培養陰性。大網の癒着あり。刺入箇所
明かならず。 
(17)第 16例。 7日を経過， 刺入 40箇，内 4分の
1針 20(垂 20)及び 2分の 1針 20(垂 20)0 
腹水なし。腸管表面竣液培養陽性(集落 2)0 
腸管癒着し団塊を形成し大網と癒着す。刺入部対 
側腸間膜に血腫 1笛を認、む。
(18)第 17例。 7日を経過。刺入 50箇， 内4分の 
1針 30(垂 10，斜 10，按 10)02分の 1針 20(垂 10，
竣10)。 
腹水なし。援液培養陽性く集落2)。大網のみ癒着
す。
(19)第 18例。 7日を経過， 刺入60箇，内 4分の 
1針 60(垂 20，斜 20，疑 20)。 
腹水なし。培養陰性。腸管の一部に癒着あり。刺 
入部位に菱化をみず。
(20)第 19例。 14日を経過。穿刺 40箇，内 4分の
1針 20(撲 10，斜 10)03分 1の針20(竣 10，斜 10)
腹水無し。培養陰性。腸管の一部相互の間及び大 
網との間に軽度の癒着あり。刺入箇所明かならず、。
(21)第 20例。 14日を経過，穿刺 40箇所，内 4分
の1針 20(垂 10，斜 10)0 2分の l針 20(垂 10，斜
10)。 
腹水無し。培養陰性。腸管の一部相互の聞及び大
網との間に癒着あり。刺入箇所明かならず。
(22)以上を表示せば第 15，16，17，18表の如し。
第 2節 腸管内容漏出試験成績 
(1)注入せし水 (8.0ml)の漏出量を計測せり。 
(2)疑膜下穿刺に依る場合漏出量 0。
(3)垂直穿刺の場合の漏出量1.2ml。
(4)斜 (30度〉穿刺の場合0.2mlo
第 4章小 括 
1)腸管穿刺の際の生体に対する影響を術後 3，5， 
7及び 14日後Vこ分って夫々観察した。 
2) 3日後の 3例について
穿刺数 60筒 (4分の 1針及び 2分の l針各々 30
表 15 腸管穿刺の際の生体に対する影響(1)
番号 
経過
日数
注射針 穿刺
笛数
法出液
集落
の数 
表面の菱化 備 考
1/!11/311/。
1 
2 
3 
4 
5 
6 
71 
8 
9 
10 
3 
3 
3 
5 
5 
5 
7 
7 
7 
30 i i30 I60 
30 i30 I 60 
20 I I20 
30 30 
30 30 
60 
1 2 3 
2 4 6 
21 
十 
一
一
一
0 1f/a4針の箇の所箇所点状痕跡発赤な，し
2 1/』3針針穿の箇刺所の箇殆所ん発ど赤認，めず
0 穿刺箇所確認し難し 
0 向 上 
20 穿依刺り包箇所ま充る血薯明， 大網に
。
。
。
。
大垂〉直穿を呈刺箇す所，其点状の他(帽は針不頭明
ず穿刺箇所肉眼的に確認し得 
同 _l: 
同 上
斜1/2(及10)川竣針(各10垂〉(10) 
斜1ん(及10)川繁針(各10垂〉(10〉 
1九:疑 (20) 
1疑ん(i垂0〉(10〉斜(10) 
垂1んei鋭0)利斜な(ら10ぎ〉る援針(10) 
援1ん(2垂0〕(20〉斜(20) 
:42/1 ( 垂 1〉斜 (1) 
/12μ: 疑竣(42〉 
援1/4(:7垂〉(7〉斜(7) 
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箇YVこして腹水無く培養陰性なり。 1例のみ刺入部 例は穿刺 ~O 箇にも拘わらず僅少とはし、え腹水存し
位に大網の癒着あり。 培養するに集落 10を算し， 犬網の癒着は勿論穿刺 
3) 5日後の 4例について 部腸管相互の癒着団塊形成あり，なお一部は腹壁或
イ〉穿刺 60箇 (4分の 1針 60箇〉にして腹水無 は跨脱の如き他臓器に癒着す。
く培養陰性なり。但し穿刺部は他腸管及び大網と癒 ノつ全例に穿刺箇所と大網との癒着を認む。
着す。	 ニ〉腸管表面の~化は僅微にして就中援膜下穿刺
ロ) 2分の l針の鋭利ならざるものを使用せる 1 は最小にして極めて軽度の赤線を認むるのみ。垂直
表 16 腸管穿刺の際の生体に対する影響 (2)
経過|注射針|穿刺-I集落
番号 1--;---;--1- I~出液| 表面の愛化 備
|回数 11九111311/21箇数の数
… 
Ti-41
2 
。問上
向上。
-占ワム】 
ム 
考 
ヂIJ箇所肉眼的に確認し得 1 1/2:垂 (7)斜 (7)疑 (7)ワ'可 
4
21 21 
25 25 I1ん:疑(25) 
I1/.1及 1ん各垂(5)q U
14 1 7 30 30 	 向上1 	 1
。
o 
15 7 20 1 20 40 向上
16 7 20 20 40 2 ず
穿刺箇所肉眼的に明視し得
17 7 30 20 50 	 向上
。
2 
18 7 60 60 向上 
19 1 14 20 1 20 40 Q I向 上1 
qL A
E
噌
晶
り 
15 15 30 
。
同204 - 20 40 上
ヴ ，  
|斜 (5)疑(5)
1/4:垂(10)斜(10)
疑(10) 
1/ι 及 1/3各疑 (20) 
Iん及 1/2各垂 (20) 
1/4:竣(30) 
Aん:竣 (20) 
Iん:垂 (20)斜 (20)
竣 (20) 
1ん及 1/3各斜(10)
疑 00) 
1/壬及 1/2各垂(10)
斜(10)
表 17 腸管穿刺の際の生体に対する，影響 (3)
癒着穿刺注射針番号 経過 備 考
日数 箇数 大網|腸管相互|団塊形成[腹壁|他の臓器1ん 11i311ん
3各斜，援3斜垂，:μ2/1 13 121 3 一 
疑1ん(及10〉1fz各垂 斜，30 30 602 3 一一
疑I/4(及10)川各垂 斜，守 30 30 603 3 一
:疑<11/ (20)20 204 5 
援1/4(:1垂0〉(10〉Z (10)30 305 5 十 一一
垂1/2，:斜鈍，疑な各る針106 5 30 十十 +++ 
l疑I/4(:2垂0〉(20〉5(20)7 5 60 60 一+ 
1)〉斜 1( 垂: g壬/I11 2 38 7 
〉24(竣疑:2ん/1 4 69 7 2 
1/J.:垂，斜，按 710 7 12 21 一 
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表 18 腸管穿刺の際の生体に対する影響 (4)
穿刺経過 注射針 癒 着
番号 備 考
日数 箇数1ん )1/3/1ん 犬網|腸管相互|団塊形成|腹壁|他の臓器
11 217 21 1/2:垂，斜，援各 7一 
12 257 25 十 十 1/4:疑 25 
13 15 307 15 1/4及 1/2各垂，斜，竣 5++ + 
7 301:4 30 十 1/4:垂，斜，竣各 10 
15 40 十 1/4及 1/3各竣 (20) 
20 4016 7 i20 十 十 1ん及 1/2各垂 20+ 
20 5017 7 30 0(23疑援μ2 : 1/ + 
18 7 6060 20:垂，斜，援各4.1/
14 20 4019 20 1/壬及川各斜，疑各 10+ 
402020 十14 120 1/4及 1/2各垂，斜各 10
+ 
+ 
+ 
〕〉
穿刺の場合4分の 1針にては帽針頭大， 2分の 1針
にてはけしの実大の極めて僅に隆起せる発赤として
認めらる。 ‘ 
4) 7日f麦の 11例について
イ〉注射針の太さ及び刺入方法を問わず穿刺 20
箇迄は腹水を認めず培養陰性にして癒着なし。
ロ〉穿刺 25以上 60箇迄の 7例中 5例 (70%)に
大網の癒着を認める。なおこの内 3例に腸管相互の
露着を認めた。
ノ、〉全例腹水の瀦溜なし。
ニ〉腸管表面の撲液を培養するに 7例 (64%)は
陰性にして他の 4例に 2乃至 3箇の集落を認、めた。
ホ〉穿刺箇所を確認、し得なかったものが多い (81
%)。 
5) 14日後の 2例について

イ〕穿刺 40箇

ロ〉全例培養陰性

ノう全例腸管相互の癒着及び大網の包りあり
 
6) 4分の 1針に依る穿刺の場合 7目後に於いてそ
の穿刺箇所の痕跡すら発見困難なり。 
7)全例 (20例〉とも生存す。 
8)襲膜下穿東日に依れば腸管内容の漏出全くなし。
第 4篇総括並がに考按
自国虫虫体内に種々なる薬液を注入して試験管内に
於けるその致死効果を観，これらの中より最も即効
性あ・る薬物を求め，更に此等薬液の注入量に関し必
要にして且つ最小の量を決定し，一方叉薬液の濃度
と致死効果との関係を観，加えて薬液注入時の漏出
量を計測し，なお薬液の毒性及び薬液の虫体外より
蜘虫に及ぼす影響について実験せり。
而して経腸管虫体内薬液注入の操作中必然的に惹
一起さるべき腸管損傷の生体に及ぼす影響に関し動物
実験を施行し，その害なきを確認せり。即ち次の如 
し。 
1)薬液 77種類を選び各々共の 0.5mlを豚姻虫体
腔内に注入しこれを飼育せしに最短は 1日最長は 7
日にして死滅せり。 
2)上記薬液中 24時間以内に完全に致死せしむる
ものは次の 15種類である。即ち
イ〉エ{テノレ
ロ〉グロロホルム
ノ，，)トリグロールエチレン
ニ〉ベ yヂゾ
ホ〕クローノレエチル
へ〉オキシド ~A
リ 1%昇宋水 

チ)5%石炭酸 

リ)5%ホルマリン 

ヌ)1%へキシーノレレゾノレシン

ノレ)1~合へキシールレゾルシンアルコール

オ〉サルバルサシ(l号〉

ワ〉キシロ{ノレ

カ〉コゲソリソ

ヨ)5% D. D. T. 

3)‘上記 15種類中最も即効的(即ち 3時間以内に
致死せしむる〉薬液6種類を選出せり。即ち次の知
し。
イ〉グロロホノレム

ロ〉ベンギソ 

ノ、〉ト PグローノLエチレン 
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ニ〉オキシドール
ホ〉キシロ ~1L-
へ〕グロ{ノレエチノレ
4)有効なる薬液 (2に記載せし 15種類〉の虫体内
注入量とその致死効果との関係に於し、てトリグロー
1]，-エチレンは 0.1mlにて 100%の致死率， ベシ=戸
入グロロホルム及びキシロ{ノLは 0.3mlにて初
めて 100%の致死効果を示寸。
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:7)駆虫剤の殺虫力は毒力に比例!するとし、う原則は
虫体内薬液注入に依る駆虫法にも亦適用さるるもの
ふ如く既述の有効薬液中日本薬局方記載の 12種類 
中7種類 (60%)迄劇毒薬に指定さる。
此等の薬物及びガソリシ，キシロ ~ll" 及び 5%D. 
D.T.について動動実験の結果 1.2mlJkg迄は生命
に危険なきを確認せり。
又一部漏出を考えらるる姻虫の体腔液についてみ
オキシドールは 0.5mlを施用せし場合に 90%， .るにヒスタミン様の有毒物質を含有す?とし、われて 
1.0mlにて 95%を致死せしむ。
即ち注入量と致死効果との間には相関々係ありて 
注入量の増加と共に致死効果も亦増強さる。但し葵
物の特性に依る効力の差は否定し得ざるところであ
る。
5)濃度と致死効果の関係については薬物アグリノ
~1L-施用の結果 0.5% にては全然無効にして 1% に
ては 0.7mlより， 2%にては 0.5mlより， 10%に
ては 0.3mlより初めて致死効果を示す。即ち濃度 
の増加と共に致死効果も亦増強し，叉濃度とは別に
致死のために必要なる最小限界量は明らかに存する
を知れり。 ‘ 
6)阻虫の虫体内に薬液注入の際に注入口より薬液
或は体腔液の一部は漏出す。 
その漏出量は注入薬液の量及び注射針の口径の大 
小に依って増減す。
注入量の如何を問わず注射針は 4分の l針の場合
が最小にして 0.5ml注入時 0.01mlで、ある。
注入量の面を考うるにこれを無制限に増加するこ
とは不可能である。即ち注入量に比例Lて漏出量も 
亦急激に増加し薬液注入の目的に反するからであ
る。
これは1.0ml注入時 4分の l釘にても 0.28mlを 
漏出し， 3分の 1針の如き 0.48ml即ち殆んどその
半量を漏出することより明らかである。
従って虫体内注入薬液は1.0ml以下を可と思考 
する。
第 5篇結
いるが，生命に対する危険はたきものと信ぜらる。
8)虫体外より薬液の蜘i虫に及ぼす致死作用を観察
せしにオキシドール 0.22%，石茨酸 0.1%，へノポヂ
油 0.2%，ヘキシー ルレゾ、ノレシン 0.2%，アグリノ{
にして初めてよく畑虫を死減せしむ。2.0%ノレ 
而して虫体外よりの随l虫の直接攻撃も，術後腸管 
麻痔等を考慮し薬液の毒性を按ずるに無害なる薬液
を注入せざるべからず。
9)腸管穿刺に依る生体の影響をみるに諺.出液の瀦
溜を認めたるものは 1例 (0.5%)で、あった。但しこ
の 1例は鋭利ならざる 2分の l針を使用したるもの
で、あった。 
共の他の 19例中得たる疑液を培養するに 15例
(78%)は陰j主であった。
10)腸管穿刺と癒着との関係をみるに 7日以上経過
せしもの 13例中大網との癒着は 7例 (54%)，腸管
相互の癒着 6例 (46%)にして内 3例は団塊を形成
せり。一般に 2分の 1針使用の場合に癒着の機会多
く特に垂直穿刺の場合に多きを知れり。
11) 4分の l針にて穿刺せし場合に其の穿束Ij方法を
問わす、穿刺箇所の確認困難なるもの多L。特に 7目
以上経過せしものに於いて然り。
12) 4分の l針の使用の場合に竣膜下葬刺にて穿刺
箇数 20迄は諺出液の瀦溜は勿論癒着も亦全然認め
なし、。
13)腸管穿刺時漏出試験に於いて疑膜下穿刺法最良
にして内容の漏出全くなし。
論
経腸管虫体内薬液注入に依る蜘虫の駆除法に関し虫体内薬液注入に依る姻虫の生物学的変化
及び経腸管穿刺の際に生体に及ぼす影響の両面を実験的に研究し上述の結果を得たり。
以上を綜合して次の如く結論せんとす。 
1) 注入薬液として効果確実なるものはクロロホルム;ベンデン， トリクロ{ルヱチレン，
キシロ......}レ及びオキシドc-)レである。
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2) 而して安全にして且つ有効なる薬液はオキシド戸ルで、あ，るO 
3) 注入量はオキシド戸ルの場合 0.5mlを最適とす。 
4) 注射針は鋭利なる 4分の 1針を用うるを本則とす。 
5) 腸管は疑膜下に穿刺するを最良とすO 
6) 経腸管衆膜下穿刺は少数 (20回以下)の場合は生体に対し影響な Lo
摺筆に臨み，終始御懇篤なる御指導並びに御校閲の労を賜わりたる中山教授に，謹みて深謝す。
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障碍の 3例に就て(追加〉日臨外会誌、第 10回 
3，4，5，6合併号 
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